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予算常任委員会報告

主 な 質 疑

子育て応援手当の給付に向けたシステム改修
88万円

申し込み受付の様子

くすPay
チャージボーナス
第2弾　1976万円
12月22日販売

投票所を廃止した地域が対象
となるのか。

投票所を廃止したかは考慮せず、75歳以上の
要介護2以下の高齢者を対象としています。問い

議 場 討 論 議 決 結 果

介護度が重く、移動が困難な要介護3以上の方ほど
投票が難しいにもかかわらず、その方々が対象外と
なっています。町が行う事業である以上、支援のあり
方は平等であるべきだと考え反対します。

反対
討論

答え

　令和7年第4回玖珠町議会定例会において、予算常任委員会に審査の付託を受けました、令

和7年度一般会計補正予算、各特別会計及び、水道事業会計の補正予算案について、12月9日

と12月17日に執行部出席のもと審査した結果を報告します。

国の社会資本整備総合交付金の配分が削減されたため、関係する予算を減額します。

玖珠町長選挙の投票所までの移動支援として、バス・タクシー

券を発行する予算。

対象：75歳以上の要介護2以下

金額：片道1200円（往復2400円）

配布方法：対象者から申請を受けて郵送

●早期の支援を！ 2064万円

町道中塚脇線　委託料：△299万円、工事費：△1509万円

●通学路の工事費が減額！

●選挙の移動支援は適正か？ 149万円

●8月発生豪雨に伴う災害復旧事業

　町道中塚脇線は塚脇小やこど
も園とたくさんの子どもたちの
通学路となっていて、特に雨の日
は多くの車で混雑します。
　早急に対応していただき喜ん
でいますが、工事予定が延びて残
念です。

利用者の声

湯浅 英二さん
（中塚脇）

予
算
常
任
委
員
会

町道西線
委託料：△240万円、工事費：△330万円

早期災害復旧に向けて
（補正予算第3号）

8月豪雨の災害査定が終了
（補正予算第4号）

・農林水産災害復旧費：1億1846万円

 　井原地区を始め用排水路や農道等の工事請負費

・土木施設災害復旧費：6073万円

 　道路災害や河川災害等の工事請負費

・農林水産災害復旧費：9153万円

　　農地41件等の災害復旧費（単独災害を含む）

・土木施設災害復旧費：5884万円

　　河川7件及び道路6件と河川３件の災害復旧費

賛成10
反対  3
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条例の一部改正・整備・制定
損害賠償の決定などを可決

玖珠町乳児等通園支援事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例の制定

（こども誰でも通園制度） ●児童福祉法等の一部を改正する
　法律の施行に伴う関係条例の整備
児童福祉法の改正により、保育所等の職員による虐待
に関する通報義務等が創設されたことに伴い、関係条
例の整備を行うものです。

　虐待に関する通報義務等が、ルール化され
るために整備を行うとのことであるが、どのよ
うな形で通報出来るようになるのか。

　不適切な保育や虐待等が行われた時、内部
の職員は速やかに自治体に対して通報を行わ
なければならないようになります。

　児童扶養手当支給の所得限度額はいくら
なのか。

　扶養する児童の人数によって異なります
が、児童一人扶養の場合、収入ベースで全部
支給は、160万～190万円であり、一部支給
は365万～385万円となっています。

主 な 質 疑

Q

A

●玖珠町ひとり親家庭等医療費助成に
　関する条例の一部改正
児童扶養手当施行令の一部改正により、引用する条項
を改正するものです。

Q

A

●
玖
珠
町
自
治
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
相
の
迫
集
会
所
の
用
途
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
改
正
を
行
う
も
の
で
す

●
玖
珠
町
長
期
継
続
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
や
玖
珠
町
ふ
れ
あ
い
福
祉
バ
ス
等
の
公
共
交
通
の
維
持
を
目
的
と
し
た
業
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
も
の
で
す

●
玖
珠
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
家
庭
的
保
育
事
業
等
に
お
け
る
こ
ど
も
の
健
康
管
理
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
条
例
に
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す

　制度の概要
　こども誰でも通園制度は、全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良質な成育環境を整備するととも
に、全ての子育て家庭に対して、多様な働き方やライフスタイルにかかわらない形での支援を強化する
ため、月一定時間までの利用可能枠の中で、就労要件を問わず時間単位等で柔軟に利用できる新たな通
園給付制度です。

　条　例
　国が定めた設備運営基準に基づき、町において条例を制定します。

　事業者
　多様な主体の参画を認める観点から対象施設は限定をせず、乳児等通園支援事業の設備
及び運営に関する基準において定められている基準を満たし、適切に事業を実施できる施
設であれば、町が認可をすることができるとしています。

① 設備及び運営の基準
② 最低基準と最低基準の向上
③ 事業者の一般原則
④ 非常災害、安全計画
⑤ 職員の一般的要件、職員の知識及び技能の向上等
⑥ 虐待等の禁止
⑦ 衛生管理等
⑧ 食事
⑨ 内部規程、帳簿、秘密保持、苦情対応、他

　指導監督
　町は、設備運営基準を満たしているかどうかの指導監査、勧告、命令等を行います。

　事業の実施方法
　本制度は、事業の実施主体となる町が、適切に事業を実施できると認められる者を認可するものです。実施
方法は以下のとおり2種類あります。

① 余裕活用型：保育所等の空き定員の枠を活用して受入れを行う
② 一般型：定員を別に設け、専任の職員を配置し、在園児と合同又は専用室を設けて受入れを行う

企
画
民
生
教
育
常
任
委
員
会
報
告
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　東奥山農産物共同販売施設の用地が分筆
され、正しい番地に改正するとのことだが、所
有権移転登記をして町の所有となっている
のか。

条例の一部改正・制定
損害賠償の決定などを可決

要望書を提出住民の声を届けるために

●東奥山農産物共同販売施設の用地
　を分筆したことにより、所在地の地
　番を改正するものです。

主 な 質 疑

Q

　現在は、玖珠町所有の土地になっていま
す。A

●
玖
珠
町
職
員
の
給
与
に

　関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
令
和
７
年
度
大
分
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ

　
　
き
玖
珠
町
職
員
の
給
与
を
改
正
す
る
も
の
で
す

●
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
　
国
の
標
準
化
に
伴
い
、現
行
の
リ
ー
ス
契
約
を
終

　
　
了
す
る
た
め
発
生
す
る
損
害
賠
償
額
が
決
定
し

　
　
た
の
で
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す

　11月の研修会は、議員活動の原点に立ち返る学習会でした。どうしたら行政を動かせる質問力を

付けることができるのか、議会の権限と運営、諸原則等学びました。町のチェック機関として機能して

いるか等をしっかり押さえ、各自の議員力、議会力向上に努めていきたいと改めて感じました。

令和7年11月7日

日田玖珠議長会
議員研修会
演題「議会の質を高める質問力」
講師　自治体研究所

　　　高沖 秀宣 氏

令和7年11月20日

大分県町村議長会
議員研修会
演題「町村議会の権限と運営」
講師　全国町村議会議長会参与

　　　赤羽 正法 氏

佐賀関大規模火災に義援金を

日出生台演習場周辺地域活性化支援事業補助金の創設における
地元説明会の報告を受けました。

　7
月
24
日
に
開
催
し
た
、日
出
生
台
演
習
場
周
辺
の
自

治
委
員
と
の
意
見
交
換
会
で
の
意
見
・
要
望
を
も
と
に
、西

部
方
面
総
監
部
・
九
州
防
衛
局
・
防
衛
省
へ
要
望
書
を
提
出

し
て
き
ま
し
た
。

九
州
防
衛
局
へ（
10
月
7
日
）

〇
移
転
補
償
の
充
実
に
つ
い
て

問
　対
象
区
域
外
の
農
地
の
買
い
入
れ
は

答
　現
行
の
制
度
に
お
い
て

は
、難
し
い
状
況
で
す
。今

後
も
理
解
を
求
め
る
た
め

防
衛
省
へ
伝
え
ま
す
。

〇
場
内
採
草
へ
の
配
慮

　に
つ
い
て

問
　訓
練
の
過
密
化
に
よ
る

　牧
草
の
確
保
対
策
は

答
　今
年
度
の
1
0
4
号
線

訓
練
の
計
画
は
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、採
草
に
関
わ
る
畜
産
農
家
へ
の
影
響
を
最
小

化
す
る
た
め
、米
軍・自
衛
隊
へ
の
要
請
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

西
部
方
面
総
監
部
へ（
10
月
7
日
）

〇
戦
車
道
の
障
害
軽
減
に
つ
い
て

問
　粉
塵・荒
廃
対
策
は

答
　一般
道
の
清
掃
な
ど
に
つ
い
て
は
、訓
練
の
頻
度
増
加
に

応
じ
て
対
応
頻
度
を
増
や
し
ま
す
。玖
珠
の
部
隊
の
み
で

は
行
え
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、総
監
部
で
調
整
し
対
応

し
ま
す
。

〇
演
習
時
の
騒
音
対
応
に
つ
い
て

問
　オ
ス
プ
レ
イ
等
利
用
時

　の
騒
音
対
策
は

答
　住
宅
上
空
に
配
慮
し
た

計
画
は
策
定
し
て
い
ま
す

が
、不
十
分
で
す
。住
民
か

ら
の
疑
問
や
要
望
に
は
、

訓
練
計
画
の
詳
細
を
説
明

し
、配
慮
を
徹
底
し
ま
す
。

防
衛
省
へ（
11
月
10
日
）

〇
周
辺
地
域
へ
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

問
　演
習
場
外
へ
の
流
弾
の
対
応
は

答
　二
重
、三
重
の
安
全
管
理
の
チ
ェッ
ク
を
し
た
上
で
訓

練
等
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、少
な
く
と
も
付
近
の
住
民

の
方
々
に
ご
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、引
き

続
き
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
調
整
交
付
金
に
つ
い
て

問
　演
習
場
な
ど
施
設
周
辺
に
対
し
て
の
交
付
金
は

答
　生
活
環
境
の
整
備
等
事
業
に
充
て
て
い
た
だ
く
と
い

う
こ
と
で
、所
要
額
の
確

保
に
努
め
て
い
ま
す
。今

後
も
適
切
な
交
付
が
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

総
務
建
設
農
林
常
任
委
員
会
報
告

基
地
政
策
特
別
委
員
会

東奥山の施設からの眺望

主
な
意
見・質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

問
　現
在
エ
ア
コ
ン
が
無
い
の
で
設
置

は
、対
象
に
な
る
の
か
。

答
　対
象
に
な
り
ま
す
。

問
　防
犯
灯
の
設
置
を
要
望
し
て
い
る

が
、こ
の
事
業
を
使
わ
ず
に
、調
整

交
付
金
で
の
設
置
を
し
て
ほ
し

い
。

答
　設
置
箇
所
を一緒
に
協
議
し
な
が

ら
調
整
交
付
金
で
の
設
置
を
検

討
し
ま
す
。

問
　町
道
の
出
入
り
口
な
ど
に
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
い
が
対
象

に
な
る
の
か
。

答
　対
象
に
な
り
ま
す
。

問
　補
助
金
は
、今
年
度
限
り
か
。

答
　活
動
実
績
が
あ
る
限
り
、当
面
の

間
は
実
施
し
ま
す
。

問
　申
請
書
の
作
成
が
難
し
い
場
合

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

答
　基
地・防
災
対
策
課
の
窓
口
で
聞

き
取
り
を
し
な
が
ら
作
成
も
可

能
で
す
。

問
　上
限
の
53
万
円
を
使
い
切
ら
な

か
っ
た
場
合
、残
額
は
来
年
度

に
繰
り
越
せ
る
の
か
。

答
　繰
越
は
で
き
ま
せ
ん
。使
い
切
る

ぐ
ら
い
多
く
の
活
動
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 　玖珠町議会では、11月18日発生の大分市佐賀関大規模火災の被災者へ見舞金を送らせて

いただきました。被災された地域の皆様の一日でも早い復興をお祈り申し上げます。
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町民との意見交換会（令和７年８月29日～９月19日）

　玖珠町議会は、町内４団体と意見交換会を行いました。各団体の課題を受け止め、安心して
持続的な生活ができるまちづくりを目指して取り組んでいただくよう提出しました。なお、意見
交換会を行った団体及び課題は下記のとおりです。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

皆さんの声を町長に要望

12月議会一般質問で皆さんの声を取り上げました

〈町民との意見交換会を踏まえての課題と要望〉

令和７年10月29日提出

1.玖珠町認定農業者等［高志会］

（1）担い手確保と継承支援
（2）経営安定化と生産振興
（3）制度・補助金の柔軟運用
（4）鳥獣被害対策の強化
（5）行政体制の専門家・安定化
（6）計画と広報の改善

（1）消防団員確保と処遇改善
（2）活動環境の改善
（3）防災体制の強化
（4）次世代育成と地域連携
（5）組織運営の充実

放課後児童クラブの運営について
（1）人材確保と処遇改善
（2）施設整備と運営体制の強化
（3）災害時対応の統一

（1）担い手確保と若者参画
（2）人的・財政的支援の拡充
（3）将来像の共有と計画の見える化
（4）地域資源活用と環境整備

3.玖珠町こども園協議会

2.玖珠町消防団 4.各地区コミュニティ運営協議会

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

町政を問う町政を問う

※お持ちのスマートフォンやタブレットから、QRコードを読み込むと
　各議員の質問をYouTube動画でご視聴いただけます

※お持ちのスマートフォンやタブレットから、QRコードを読み込むと
　各議員の質問をYouTube動画でご視聴いただけます

●衞藤 和敏 議員
　「獣医師の不足が深刻」 他

●秦 時雄 議員
　「消防団の処遇改善を」 他

●大野 元秀 議員
　「移住サイトの更新は」 他

●横山 弘康 議員
　「次年度当初予算編成は」 他

●河島 公司 議員
　「町民との意見交換会から」 他

●河野 博文 議員
　「全国学力・学習状況調査の結果は」 他

※一般質問とは、議員がその町の行政全般にわたって
　執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求めるものです。

一般質問一般質問

獣
医
師
の
不
足
が
深
刻

問
　
現
在
の
獣
医
師
の
現
状
と
今
後
の

状
況
を
伺
う
。

答
　
農
林
課
参
事

　
　
獣
医
師
の
確
保
が
全
国
的
に
困
難

な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
玖
珠
地
域

も
獣
医
療
の
継
続
性
が
脅
か
さ
れ

る
事
態
で
あ
り
、
高
齢
化
等
、
獣
医

師
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

問
　
将
来
的
に
問
題
が
な
い
の
か
伺
う
。

答
　
農
林
課
参
事

　
　
高
齢
化
で
開
業
獣
医
師
の
廃
業
が

進
み
ま
す
と
、
家
畜
診
療
所
の
負

担
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
現

状
、
家
畜
診
療
所
の
獣
医
師
の
診

療
件
数
は
、
限
界
を
超
え
て
お

り
、
今
後
は
農
家
が
希
望
す
る
日

に
診
療
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
や

様
々
な
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

問
　
家
畜
診
療
所
の
経
営
収
支
が
厳
し

い
こ
と
か
ら
、
診
療
費
増
額
が
決

ま
っ
て
い
る
が
、
農
家
に
対
し
て

何
ら
か
の
助
成
は
で
き
な
い
の
か

伺
う
。

答
　
農
林
課
参
事

　
　
関
係
者
協
議
会
を
立
上
げ
、
農
業

共
済
組
合
と
両
町
で
協
議
を
行

い
、
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
獣
医
師
確
保
の
た
め
の
中
長
期
的

な
取
組
が
重
要
と
思
う
が
、
考
え

を
伺
う
。

答
　
農
林
課
参
事

　
　
大
分
県
で
は
、
県
内
で
獣
医
師
及

び
県
職
員
と
し
て
の
従
事
を
条
件

に
修
学
資
金
制
度
を
創
設
し
て
い

ま
す
。
大
分
県
獣
医
師
会
主
催
に

よ
る
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
獣

医
師
の
仕
事
を
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
玖
珠
九
重
行
政
事
務
組
合
で
職
員

と
し
て
獣
医
師
を
確
保
す
る
事
を

考
え
な
い
か
伺
う
。

答
　
総
務
課
長

　
　
持
続
的
で
安
定
し
た
獣
医
師
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
、
関
係
者
と
協
議

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
町
長
に
考
え

を
伺
う
。

答
　
町
長

　
　
喫
緊
の
課
題
と
い
う
こ
と
で
、
九

重
町
、
関
係
団
体
、
ま
た
県
に
も

相
談
し
な
が
ら
、
対
策
を
強
化
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

衞藤 和敏

99 88第157号 R8.2.1第157号 R8.2.1 第157号 R8.2.1第157号 R8.2.1くす議会だよりくす議会だより くす議会だよりくす議会だより



町
民
と
の
意
見
交
換
会
か
ら

河島 公司

次
年
度
当
初
予
算
編
成
は

横山 弘康

問
　
移
住
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
更
新
日

は
、
新
し
い
も
の
で
２
０
２
２
年
９

月
だ
が
、
そ
の
後
移
住
者
は
い
な

い
の
か
、
メ
ニ
ュ
ー
の
更
新
が
さ
れ

て
い
な
い
の
か
伺
う
。

答
　
み
ら
い
創
生
課
長

　
　
移
住
者
の
方
は
、
毎
年
一
定
数
い

ら
っ
し
ゃ
る
も
の
の
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
内
容
の
更
新
は
実
施
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
移
住
支
援
に
関
す

る
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
の

都
度
更
新
し
て
い
ま
す
。

問
　
不
用
な
情
報
は
削
除
し
て
、
ス

マ
ー
ト
に
掲
載
で
き
な
い
か
、
考

え
を
伺
う
。

答
　
み
ら
い
創
生
課
長

　
　
見
や
す
い
情
報
サ
イ
ト
と
す
る
為

に
、
移
住
定
住
サ
イ
ト
内
の
情
報

に
つ
い
て
は
、
関
係
各
課
と
連
携

し
て
、
見
直

し
作
業
を
進

め
ま
す
。

問
　
総
合
窓
口
で
相
談
者
の
意
向
を
把

握
す
る
聞
き
取
り
シ
ー
ト
が
行
え

な
い
か
伺
う
。

答
　
み
ら
い
創
生
課
長

　
　
当
面
は
、
み
ら
い
創
生
課
で
作
成

し
て
い
ま
す
記
録
用
シ
ー
ト
に
項

目
を
追
加
し
て
、
記
録
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
他
の
課
で
対
応

し
た
情
報
に
つ
い
て
も
、
Ｄ
Ｘ
化

の
推
進
に
よ
り
、
全
庁
的
に
情
報

共
有
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
関
係

各
課
と
協
議
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

問
　
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
前
に

免
許
を
返
納
し
た
、
独
居
や
同
居

す
る
高
齢
者
家
族
だ
け
の
住
民

を
、
特
定
の
条
件
に
よ
り
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
対
象
者
と
し

て
拡
充
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
　
住
民
課
長

　
　
制
度
発
端
の
趣
旨
や
利
用
実
績
な

ど
勘
案
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
関
係
担
当
課
な
ど
と
方
法
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

移
住
サ
イ
ト
の
更
新
は

大野 元秀

問
　
令
和
３
年
４
月
に
消
防
庁
長
官
よ

り
、
消
防
団
員
の
年
額
報
酬
を
３

万
６
千
５
百
円
を
標
準
と
し
、
出

動
報
酬
は
災
害
時
１
日
あ
た
り
８

千
円
を
標
準
と
す
る
と
の
通
知
が

出
さ
れ
た
が
、
現
在
大
分
県
下
18

市
町
村
の
内
、
玖
珠
町
と
九
重
町

だ
け
が
そ
の
報
酬
額
に
届
い
て
い

な
い
。
町
の
方
針
に
つ
い
て
伺

う
。

答
　
町
長

　
　
消
防
団
長
か
ら
も
標
準
額
に
引
き

上
げ
る
よ
う
に
要
請
を
受
け
現

在
、
九
重
町
と
の
協
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問
　
消
防
団
員
の
準
中
型
自
動
車
免
許

取
得
費
の
助
成
制
度
や
Ａ
Ｔ
車
限

定
免
許
取
得
者
に
対
す
る
助
成
が

行
え
な
い
か
伺
う
。

答
　
基
地
・
防
災
対
策
課
長

　
　
本
町
で
は
準
中
型
自
動
車
免
許
が

必
要
と
な
る
対
象
車
両
は
ポ
ン
プ

車
で
町
に
５
台
あ
り
ま
す
。
本
町

の
団
員
数
の
減
少
傾
向
を
踏
ま

え
、
運
転
資
格
を
有
す
る
団
員
が

増
え
る
こ
と
で
特
定
の
団
員
に
負

担
が
偏
ら
ず
、
緊
急
時
の
対
応
が

迅
速
か
つ
効
果
的
に
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
団
員
に
意
向
確
認
を

行
っ
た
上
で
、
助
成
に
つ
い
て
精

査
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
ス

タ
ー
ト
時
期
や
進
捗
状
況
を
伺
う
。

答
　
子
育
て
健
康
支
援
課
長

　
　
令
和
８
年
４
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
現
在
、
町
内
の
三
園
が
実

施
を
検
討
し
て
お
り
、
実
施
に
あ

た
り
制
度
の
趣
旨
の
理
解
、
施
設

や
設
備
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を

検
討
し
な
が
ら
、
今
後
実
施
園
の

認
可
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
旧
玖
珠
中
学
校
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

消
防
団
の
処
遇
改
善
を

秦 時雄

　こ
ど
も
園
協
議
会
と
の
意
見
交
換
で

は
、
職
員
不
足
、
賃
金
の
低
さ
、
施
設

の
管
理
な
ど
課
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
課
題
を
共
有
す
る
意
味
で
確
認
し

ま
す
。

問
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
重
要
性
は

大
き
な
も
の
が
あ
り
、
運
営
は
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
よ
り
良

い
形
で
継
続
し
て
い
く
た
め
に

は
、
子
ど
も
に
関
す
る
す
べ
て
の

関
係
者
が
連
携
を
図
り
早
急
な
改

善
を
進
め
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま

す
。
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

答
　
町
長

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
児
童
福

祉
法
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
共
働

き
世
帯
が
増
え
る
現
在
の
社
会
に

お
い
て
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

支
援
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
の

施
策
で
あ
り
、
重
要
性
は
し
っ
か

り
理
解
し
て
い
ま
す
。
困
難
な
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
の
で
関
係
者

が
一
緒
に
な
っ
て
解
決
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
の
例
で

す
が
、
学
校
を
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
施
設
と
し
て
利
用
が
で
き
な

い
か
。
又
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保

と
し
て
学
校
支
援
員
の
活
用
が
で

き
な
い
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
試

案
の
段
階
で
す
。
現
状
と
課
題
が

あ
る
中
で
、
今
後
教
育
委
員
会
と

子
育
て
支
援
課
で
議
論
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
運
営
に
つ
い
て

・
北
山
田
地
区
の
活
性
化
に
つ
い
て

　
（
三
日
月
の
滝
公
園
を
活
か
す
活
性

化
・
大
野
原
き
じ
車
の
継
承
支
援
）

問
　
次
年
度
当
初
予
算
編
成
時
期
だ

が
、
町
づ
く
り
の
ど
の
よ
う
な
分

野
に
重
点
を
置
こ
う
と
し
て
い
る

の
か
を
伺
う
。

答
　
町
長

各
課
に
共
通
し
て
求
め
て
い
る
の

は
人
口
減
少
対
策
に
効
果
が
あ
る

か
。
行
財
政
改
革
に
影
響
が
あ
る

か
。
移
住
、
定
住
に
向
け
ど
う
効

果
が
あ
る
か
等
を
基
本
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
指
示
を
出
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

問
　
当
初
予
算
編
成
時
に
、
第
６
次
総

合
計
画
等
を
可
能
と
す
る
に
は
財

源
確
保
、
柔
軟
で
効
率
的
な
組

織
、
事
務
の
改
善
が
必
要
だ
が
、

行
財
政
改
革
を
ど
う
実
践
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

答
　
副
町
長

事
務
事
業
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

最
も
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

内
容
に
打
ち
替
え
、
施
設
の
複
合

化
、
行
事
等
の
統
合
、
Ａ
Ｉ
・
Ｄ

Ｘ
導
入
で
の
総
人
件
費
抑
制
等
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
歳
入
確
保
で

は
施
設
利
用
料
等
を
見
直
し
、
遊

休
施
設
の
売
却
。
今
年
好
調
に
推

移
し
て
い
る
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

額
の
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
加
え
て
、
自
治
体
に
も
事
業

収
益
が
感
じ
ら
れ
る
か
と
い
う
よ

う
な
部
分
を
予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

確
認
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
務
改
善
と
い
う
面
で
効
率
的
に

働
き
、
組
織
を
小
さ
く
、
よ
り
少

な
い
人
員
で
機
能
す
る
役
場
に
す

る
こ
と
が
命
題
と
考
え
て
い
ま

す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
（
森
地
区
）
街
並
み
整
備
後
の
地
元

　
と
の
協
議
結
果
に
つ
い
て

・
害
獣
（
猿
）
被
害
対
策
に
つ
い
て

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の

ス
タ
ー
ト
は

移
住
相
談
の
対
応
は

高
齢
者
運
転
免
許

自
主
返
納
支
援
事
業
は

三日月の滝
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議　案 付託 結果 頁

令和７年度玖珠町一般会計補正予算（第３号） 予算常任
全 可決

3

玖珠町役場庁舎長寿命化事業設備機器改修工事
（熱源設備） 請負契約の締結について 総務建設農林 ー

議　案 付託 結果 頁

令和７年度玖珠町一般会計補正予算（第４号） 予算常任 多

可決

2～3

令和７年度玖珠町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 予算常任

全

―

令和７年度玖珠町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 予算常任 ―

令和７年度玖珠町水道事業会計補正予算（第１号） 予算常任 ―

令和７年度玖珠町簡易水道事業会計補正予算（第１号） 予算常任 ―

玖珠町自治公民館の設置及び管理に関する条例の一部改正について 企画民生教育 4

玖珠町職員の給与に関する条例の一部改正について 総務建設農林 6

玖珠町長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の一部改
正について 企画民生教育 4

児童福祉法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備について 企画民生教育 4

玖珠町ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部改正について 企画民生教育 4

玖珠町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部改正について 企画民生教育 4

玖珠町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
制定について 企画民生教育 5

東奥山農産物共同販売施設の設置及び管理に関する条例の一部改正につ
いて 総務建設農林 6

損害賠償額の決定について（その１） 総務建設農林 6

損害賠償額の決定について（その２） 企画民生教育 ―

令和７年度玖珠町一般会計補正予算（第５号） 予算常任 2

玖珠町教育委員会教育長の任命について（梶原敏明氏再任） ― 同意 ―

報　告 付託 結果 頁

専決処分の報告について（和解及び損害賠償額の決定について） ― ― ― ―

全：全員賛成　多：賛成多数

全：全員賛成　多：賛成多数

臨時議会で決まったこと　 開催日：10月29日

12月議会で決まったこと　開催日：11月28日～12月17日

賛否の分かれた議案     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇賛成　×反対

令和７年度玖珠町一般会計補正予算（第４号）

高倉 河島 横山 衞藤 松本 松下 大野 宿利 石井 河野 秦 髙田 繁田 小幡

〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 議長

問
　
調
査
結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
教
育
政
策
課
指
導
企
画
監

　
　
小
学
校
の
国
語
正
答
率
は
、
町

68
％
、
県
69
％
、
全
国
６
６
．

８
％
、
算
数
正
答
率
は
、
町

58
％
、
県
60
％
、
全
国
58
％
、
理

科
正
答
率
は
、
町
57
％
、
県

60
％
、
全
国
５
７
．
１
％
で
す
。

国
語
は
全
国
を
上
回
り
、
算
数
と

理
科
は
全
国
平
均
で
す
。
中
学
校

は
残
念
な
が
ら
県
平
均
・
全
国
平

均
を
下
回
る
状
況
で
す
。

問
　
新
聞
報
道
で
は
北
山
田
小
学
校
は

平
均
に
達
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

他
の
学
校
は
達
し
て
い
な
か
っ
た

の
か
伺
う
。

答
　
教
育
政
策
課
指
導
企
画
監

　
　
２
年
連
続
平
均
を
上
回
っ
た
ら
校

名
発
表
と
し
て
い
ま
す
。

問
　
結
果
の
検
証
を
し
て
い
る
か
伺
う
。

答
　
教
育
政
策
課
指
導
企
画
監

　
　
結
果
を
受
け
て
課
題
を
検
証
し
、

改
善
に
向
け
て
具
体
的
な
取
組
み

の
設
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
町
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て

い
る
が
検
証
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
教
育
政
策
課
指
導
企
画
監

　
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
検
証
と
し
て
は
、

ま
ず
効
果
と
課
題
に
つ
い
て
随
時

検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
北
欧
等
の
早
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取
り
入

れ
た
国
で
は
、
考
え
る
力
が
落
ち

て
き
た
の
で
見
直
し
を
検
討
し
始

め
て
い
る
が
玖
珠
町
は
ど
う
か
伺

う
。

答
　
教
育
長

　
　
デ
ジ
タ
ル
が
全
て
で
は
な
く
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
一
番
い
い
形
で

紙
も
デ
ジ
タ
ル
も
併
用
し
な
が
ら

端
末
を
道
具
と
し
て
使
っ
て
い
く

こ
と
を
大
事
と
捉
え
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
教
職
員
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
の
結
果
は

河野 博文

　11月4日～6日にかけ岩手県金ケ崎町と、雫石町へ議会広報特別委員会で視察研修に行ってきました。

　さっそく委員会を開き、熱い気持ちの冷めぬうちに委員全員で共有し、次回からの紙面に向けてでき
る事から改善していきたいと思います。

　訪問した一週間前に、雫石町役場隣の中央公民館入り口のガラスに「熊」が激突したとの事。
当日も、防災無線で町内に「熊」出没の放送が流れ、身近に感じました。
　大変な時期に研修させていただき感謝しています。

ICT授業の様子

玖
珠
町
学
校
教
育
で
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
の
検
証
は

議
会
広
報
特
別
委
員
会

発信力向上のため視察研修

編
集
モ
ッ
ト
ー
は
、
あ
り
の
ま
ま

に
解
り
や
す
く
誰
が
読
ん
で
も
理

解
で
き
る
よ
う
、
中
身
を
か
み
砕

い
た
編
集
と
し
て
い
ま
し
た
。

雫石町住
民
の
声
を
掲
載
す
る
ペ
ー
ジ
が

あ
り
、
委
員
全
員
で
情
報
を
出
し

合
い
、
原
稿（
取
材
）
依
頼
を
し
、

紙
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
を
し
た

議
員
の
つ
ぶ
や
き
を
加
え
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
の
お
知
ら
せ
版
を
発
行

し
、
掲
示
し
て
い
ま
す
。

金ケ崎町
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このコーナーは町の次代を担う
子どもたちが集う

「わたしたちの学校」を紹介します！

※議会傍聴に来れない方は、動画でもご覧になれます。

■ 議会広報特別委員会
委員長／高倉 真由美　
編集長／河島公司
委　員／松下 善法・小幡 幸範・石井 龍文
　　　　髙田 修治・秦 時雄

“ガンバりょるばい”

12月の
議会傍聴者は

議会傍聴に
お越しください。

８人です。
次回の定例会は３月議会です。 　2026年（午年）がスタートしました。

情熱や行動力が高まり、勢いのある一年
と解釈されています。大地を蹴って走り
出す馬のように、玖珠町も、目標や夢が
一気に動き出す、そんな一年になること
を願い、希望と活気にあふれ、新しい一
歩に向かって大きく踏み出せる一年に
なりますように。

編  集  後  記

多様な考えに触れながら、友達と
学び合い、自分の考えを認められ
る子ども

生活習慣を大切にしながら、目標
に向かって努力・挑戦し成長しよ
うとする子ども

仲間の良さを認め合い、お互いを大
切にすることで、助け合う心を育む
子ども

5月31日　春季大運動会  全校リレー 11月　7日　郡教育文化祭
　　　　　  音楽会(3・4年生)

北山田小学校
学校教育目標『思いっきり』

12月　9日　中津市立下郷小学校
    　　　　   とのオンライン授業

児童会長　渡邉京祐さん
運動会テーマ

『みんなで協力して思い出に残る運動会にしよう』
　～79人で“楽しく”“協力”～

【児童会の取り組み】   
・全校集会の企画・運営
・月目標の設定と評価反省活動（生活目標・体育目標・保健目標）
・あいさつ運動（全校で気持ちのいい挨拶・ワンストップ挨拶）
・学校行事への参画・取り組みの評価
【今後の児童会の取り組みについて】   
・学校をよりよくするためにできることを自分たちで見つけ、
  全校の取り組みとして広げていけるようにしていきたい。

学ぶ・考える子ども 鍛えるこども 助け合う子ども

北山田小学校
学びのデザイン

学校の
教育目標
　『思いっきり』取り組む子どもの育成

～学ぶ・考える・鍛える・助け合う～

　北山田小学校「わたしたちの学校紹介」

年間行事
４月９日　１学期始業式
　　11日　入学式
　　18日　お迎え遠足
５月31日　春季大運動会
６月14日　親子読書週間（～20日）
　　16日　プール開き
　　18日　避難訓練（不審者対応訓練）　
７月１日　1学期末参観日・学級懇談会
　　18日　1学期終業式
　　26日　祇園大祭ソーラン披露（６年生）　
８月28日　２学期始業式
９月29日　校内話し方大会
10月５～６日　合同修学旅行（６年生)
　　24日　秋の遠足
　　29日　教育文化祭（話し方大会）
　　　　「瀧神社秋の大祭」滝瀬楽・大名行列
　　

30日　巡回音楽会
　　　　「瀧神社秋の大祭」子ども相撲大会
　　　　　素人芝居劇団みかづき座にソーラン披露(６年生)
　　31～11月１日　教育文化祭作品展
11月７日　教育文化祭　音楽会（３・４年生）
　　　　　親子読書週間（～16日）
　　13～14日　タグラグビー訪問授業　
12月２日　２学期末参観日（人権講演会）
　　　　　マラソン大会
　　９日「日本遺産やばけい遊覧のまち」交流にて
　　　　　　中津市立下郷小学校とオンライン交流授業(６年生)
　　24日　２学期終業式
１月８日　３学期始業式
　　29日　アスリート派遣授業（元５人制女子ラグビー
　　　　　オリンピック選手を講師として）
　　30日　久留島すき焼き体験学習（６年生）
２月13日　体験入学（新入生保護者説明会）
３月19日　卒業式
　　26日　修了式
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